
金
海
古
蹴
志
巻
十

山
城
守
長
知
の
蛮
第
に
て
、
庚
坂
高
本
多
民
邸
地
の
向
た
り
。
此
の

地
後
に
皐
校
の
地
と
成
り
た
り
。
故
に
今
の
簡
明
校
の
地
と
も
い
へ
る

た
り
。
元
和
五
年
に
波
茄
寺
今
の
地
へ
移
柑
仰
を
命
ぜ
ら
れ
‘
共
の
後

陀
至
り
横
山
氏
の
第
地
と
成
た
る
も
の
隠
し
て
、
六
年
十
二
月
、
城

中
火
災
の
際
利
常
卿
の
俄
居
所
と
し
給
へ
る
横
山
氏
邸
は
‘
倫
城
内

新
丸
に
在
り
た
る
た
り
。

。
横
山
山
減
守
醤
第

此
の
地
は
、
本
多
氏
邸
地
の
向
ひ
に
て
、
今
金
滞
紳
枇
及
び
長
谷
川
氏

の
邸
地
是
怠
り
。
延
貨
の
金
滞
聞
に
、
今
云
ふ
庚
坂
の
高
東
北
の
側

は
横
山
左
衛
門
と
記
し
、
西
南
の
側
は
・
本
多
安
房
と
記
載
す
。
横
山

氏
第
地
前
遜
り
百
十
七
間
三
尺
、
奥
行
庚
坂
の
方
凶
十
一
問
、
金
部

紳
枇
の
方
四
十
九
間
三
尺
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
元
組
山
減
守
長
知

は
初
め
城
内
に
居
第
あ
り
。
慶
長
の
頃
は
、
三
J

丸
に
居
住
‘
後
新
丸

に
移
居
す
。
放
に
横
山
氏
を
新
丸
家
と
呼
び
た
る
よ
し
、
有
海
武
貞

の
金
津
細
見
聞
穏
に
見
b
た
り
。
故
に
元
和
六
年
本
丸
殿
閤
火
災
の

時
、
新
丸
の
第
宅
を
利
常
卿
の
仮
居
所
と
た
し
、
横
山
氏
は
下
邸
へ

退
去
あ
り
し
事
、
三
登
記
等
に
見
ゆ
。
此
の
後
本
多
安
易
第
地
の
向

ひ
た
る
地
を
賜
ひ
、
二
代
左
衛
門
忠
次
・
三
代
山
城
守
佳
風
ま
で
‘
此

年
五
月
命
に
依
っ
て
太
田
但
馬
守
を
城
中
に
於
て
殺
害
し
、
共
の
賞

と
し

τ但
馬
が
家
総
一
寓
五
千
石
を
合
は
せ
賜
は
り
、
二
高
七
千
石

を
領
し
、
利
長
卿
越
中
国
へ
隠
居
し
給
ふ
時
、
養
老
附
と
成
り
、
富

山
・
高
岡
に
て
奉
仕
せ
し
践
、
慶
長
十
九
年
利
長
卿
菟
逝
以
前
、
故
あ

り
て
流
・
浪
の
身
と
訟
り
、
父
子
共
退
去
し
て
江
州
民
至
り
、
坂
本
に

寓
居
し
、
剃
髪
し
て
名
を
タ
庵
と
改
稽
し
、
後
二
子
を
坂
本
に
留
め
、

共
の
身
は
叡
山
に
隠
居
し
て
名
を
道
哲
と
改
稿
す
と
い
へ
り
。
僻
訟

に
云
必
ず
援
の
外
困
窮
し
け
る
が
・
或
夜
の
夢
に
、
左
の
手

に
燭
を
桑
り
、
右
の
手
に
玉
を
握
り
行
き
け
る
に
‘
倒
れ
て
燭
も
き

え
玉
も
破
れ
た
り
と
覚
え
、
甚
だ
憂
色
し
け
る
を
・
傍
に
人
有
り
て
、

是
は
吉
夢
た
り
と
て
部
座
に
狂
歌
を
よ
め
り
。
，

今
迄
の
と
ぽ
し
き
と
と
を
打
捨
て

君
よ
り
総
を
賜
は
り
に
け
り

然
る
に
共
の
年
の
多
、
大
坂
出
寧
の
事
起
り
1

利
常
卿
越
前
演
生
津

に
宿
陣
し
給
ふ
鹿
‘
向
所
へ
召
さ
れ
‘
復
仕
の
命
を
欝
り
、
家
総
一
元

の
如
〈
賜
は
り
.
金
調
印
留
守
居
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
子
は
直
に
大
坂
へ

従
軍
を
命
ぜ
ら
れ
.
翠
元
和
元
年
夏
陣
に
は
‘
殊
に
先
鋒
へ
加
へ
ら

れ
て
職
功
を
頴
せ
り
。
周
年
閏
六
月
利
常
卿
上
洛
‘
宰
相
陀
昇
進
し

金
滞
古
蹟
蔀
巻
十

四

の
地
に
居
住
し
、
元
総
丸
年
丸
月
縛
地
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年
田
町
の

下
第
へ
退
去
し
、
共
の
後
九
十
五
年
盆
閑
の
地
と
成
り
居
た
る
を
、

寛
政
=
一
年
此
の
地
に
事
校
を
建
て
ら
れ
‘
文
政
五
年
竹
滞
殿
治
轡
に

付
き
‘
歯
車
校
を
庚
坂
下
へ
移
し
、
竹
揮
の
圏
内
と
成
し
た
る
を
、
明

治
五
年
金
滞
紳
祉
の
境
界
を
立
て
、
飴
地
は
梯
下
げ
に
成
り
た
り
。

O
横
山
山
城
守
義
知
僻

横
山
氏
は
本
姓
小
野
。
孝
昭
天
皇
の
皇
胤
小
野
妹
子
近
江
国
滋
賀
郡

小
野
村
に
居
住
し
、
小
野
を
氏
と
す
と
、
姓
氏
鎌
に
見
h
.
共
の
後

胤
同
園
伊
香
郡
横
山
村
に
住
居
し
、
横
山
を
縞
践
と
す
。
武
家
混
同

集
に
云
ふ
。
横
山
山
披
守
先
組
は
小
野
氏
に
て
、
隼
の
後
胤
義
隆
の

代
初
め
て
横
山
と
鋭
す
。
と
い
へ
り
。
山
城
守
長
知
が
阻
父
勝
監
時

隆
は
、
生
園
美
浪
に
て
粛
藤
氏
に
仕
へ
た
り
。
父
牛
記
長
隆
は
、
初

め
金
森
五
郎
入
に
仕
へ
、
天
E
十
年
越
前
府
中
に
於

τ父
子
共
に
前

回
家
へ
召
出
さ
れ
、
利
長
・
卿
に
邸
中
仕
し
、
翌
十
一
年
四
月
江
州
柳
ゲ

潮
合
践
に
旗
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
戟
死
す
。
長
隆
敏
子
あ
り
。
長
男
長

内
向
入
宮
F
R
知》

秀
右
京
と
稽
す
。
十
五
歳
に
て
利
長
卿
の
子
小
姓
と
成
り
、
能
登
末

森
以
来
所
々
の
合
戦
に
融
制
功
を
頴
し
.
度
々
・
加
恩
あ
り
て
一
高
石
賜

は
り
、
慶
長
五
年
大
聖
寺
城
貨
の
後
、
二
千
石
加
秩
せ
ら
れ
、
同
七

給
ひ
、
本
多
政
霊
と
商
人
叙
得
し
、
山
城
守
を
奔
佳
し
、
三
千
石
加

思
あ
り
て
.
三
世
間
石
を
ぽ
世
々
家
領
と
す
。
本
多
政
重
と
雨
入
大
老

を
勤
め
‘
執
政
の
随
一
た
り
。
正
保
二
年
致
仕
し
‘
翌
三
年
正
月
廿

一
日
卒
す
。
享
年
七
十
九
歳
た
り
。
湯
潟
元
臓
の
常
山
紀
談
に
云
ふ
。

横
山
山
城
守
長
知
は
‘
利
家
の
匡
也
。
初
め
浪
人
民
て
叡
山
に
寄
宿

し
、
諸
園
を
武
者
修
行
し
て
後
、
前
同
家
に
仕
へ
大
勝
と
云
ふ
。
加

州
大
聖
寺
・
小
松
、
越
中
末
森
・
な
ど
の
寧
に
武
功
有
り
て
一
高
五
千

石
を
領
し
、
共
の
後
太
田
但
馬
守
を
命
に
依
っ
て
討
ち
取
り
、
太
聞

が
勝
一
高
五
千
石
を
合
せ
て
三
高
石
奥
へ
ら
る
。
小
瀬
甫
庵
は
、
町

留
に
て
加
州
金
揮
に
居
り
、
長
知
の
許
に
心
安
く
常
に
来
て
毎
夜
伽

し
た
り
。
長
知
は
尾
州
の
人
民
て
、
織
岡
家
の
事
能
く
舞
え
た
り
し

ゅ
ゑ
民
、
信
長
の
事
を
甫
庵
毎
夜
尋
ね
閃
ひ
、
且
秀
吉
の
事
を
も
問

ひ
け
る
ゆ
ゑ
に
、
長
知
或
は
委
し
く
或
は
ゐ
ろ

fx諮
り
聞
か
せ
け

る
を
、
甫
庵
退
き
て
書
き
記
し
‘
信
長
記
・
太
閤
記
二
部
の
替
を
著
し

世
上
へ
出
し
け
る
を
、
長
知
聞
い
て
、
信
長
・
太
閣
の
事
を
書
き
記

さ
ん
た
め
に
噂
ね
問
ひ
た
ら
ん
に
は
、
答
へ
ん
ゃ
う
の
有
る
べ
き

に
‘
遺
漏
も
多
く
残
り
多
き
事
也
。
共
の
事
を
靭
か
も
知
ら
せ
ざ
る

に
依
っ
て
‘
只
一
座
の
物
語
に
一
玄
ひ
聞
か
せ
た
る
を
、
共
の
健
に
脅

、五




